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 ベンゾジアゼピン受容体作動薬（以下、「本剤」という。）は、用量のみなら

ず使用期間にも注意して適正に使用いただくことで、期待される有効性と安全性

です。 が確保される薬剤

 これまで、大量連用による依存性及び離脱症状を添付文書にて注意喚起してき

ましたが、承認用量の範囲内においても、本剤の連用により依存性関連の副作用

が発現した症例が報告されています。 

 上記の状況に鑑み、本剤の薬物依存等についての以下の注意喚起を行いますの

で、最新の添付文書等を十分確認の上、患者の適切な服薬管理、服薬指導をお願

 いします。

１．承認用量の範囲内においても、連用により薬物依存が生じること 

があるため、 

①用量及び使用期間に注意し、慎重に投与してください。 

②催眠鎮静薬又は抗不安薬として使用する場合には、漫然とした

継続投与による長期使用を避けてください。投与を継続する場

合には、治療上の必要性を検討してください。 

２．承認用量の範囲内においても、連用中における投与量の急激な減

少又は投与の中止により、原疾患の悪化や離脱症状があらわれる

ことがあるので、投与を中止する場合には、徐々に減量するなど

慎重に行ってください。 

３．統合失調症患者や高齢者に限らず、刺激興奮、錯乱等があらわれ

ることがあるので、観察を十分に行ってください。 

お問い合わせは、担当ＭＲ又は弊社医薬営業本部までご連絡ください。 

㈱陽進堂 医薬営業本部  0120−647−734 

ベンゾジアゼピン受容体作動薬 

適正使用に関するお願い 


